
プレミアコンテンツのご案内【限定プレミアムデータ】記事サンプルです。

Monthlyミクス   

ネキシウム手掛けるＡＺと第一三共　ＨＰで存在大きく
（12年10月 集計分）　上位10位

公開日時 2012/11/30 00:00

市場調査会社アンテリオが提供する、医師の記憶に残ったディテールを集計・分析する「Rep Track」をベースにした各
製品のディテール数ランキング。

10月データでは、同月から長期投与が可能になったPPIネキシウムがＨＰ市場の全ブロックで、創製元のアストラゼネカ
とコ・プロモーション相手の第一三共の両社でランキング１位、２位を独占した。ＧＰ市場でも東日本ブロックを除く
４ブロックでランキング１位だった。また、ＧＰ市場では９月末に承認を取得したARBイルベサルタンとCa拮抗薬アム
ロジピンによる降圧配合薬アイミクスが一気にランキング上位に入った。

ネキシウムは約14年ぶりのPPIとして、11年９月に発売された。世界ではPPIでトップシェアを誇り、当然、日本市場で
もトップシェアが目標。しかし、12年４～９月の国内売上は44億円、年間目標290億円に対して15％の進捗率で大苦
戦となっている。９月までの長期投与制限が主因とされており、 制限が解除された10月以降の巻き返しが注目されると
ころ。医師の記憶に残ったディテール数を収集する同データからも、10月の活発なＭＲ活動が確認された。

アイミクスは国内５番目のARBとCa拮抗薬の降圧配合薬。大日本住友と塩野義が共同販促する。特にＧＰ市場では全国
ランキングで一気に４位にランクイン。ブロック別でも、中日本ブロックの６位を除く４ブロックで、トップ５位入りを
果たした。配合薬のルールによって14日処方制限の対象外となり、発売開始直後からの処方増が期待されるためとみら
れる。

ＨＰ（100床以上）及びＧＰ（99床以下）ごとに、全国ランキングのほか、東日本、京浜、中日本、近畿、西日本の５
ブロックでまとめた。調査医師数は4000人（ＨＰ2400人、ＧＰ1600人）。




